
 響屋 http://ryohibikiya.web.fc2.com/ 
 

 響屋 http://ryohibikiya.web.fc2.com/ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 裏 面 に 続 く ― （第１面） 

１． 

【 経 験 業 務 そ の １ 】 (業務実績証明書記載欄の番号を記入) 1  

● ● ● ● 公 園  耐 震 性 貯 水 槽 測 量 設 計 委 託 業 務  

 

(1-1)業務の名称 

● ● 市  防 災 対 策 課  

(1-2)発注者名 

平 成 ２ ９ 年 ４ 月 ～ ２ ９ 年 ８ 月  

(1-3)履行期間 

 本 業 務 は 、 団 地 内 に 耐 震 性 貯 水 槽 を 設 置 し 、 来 る 南 海

ト ラ フ 地 震 時 の 火 災 に 対 し て 消 防 用 用 水 を 確 保 す る こ と

で 住 民 の 安 全 ・ 安 心 な 暮 ら し を 守 る こ と を 目 的 と す る 。  

(2)業務の目的 

 担 当 者 と し て 、地 下 水 位 Ｇ Ｌ - １ ｍ の 軟 弱 地 盤 に お け る

貯 水 槽 の 形 式 比 較 検 討 と 設 計 、 耐 震 性 貯 水 槽 設 置 設 計 に

お け る ボ ー リ ン グ 調 査 位 置 決 定 、 軟 弱 地 盤 解 析 ・ 施 工 時

の ヒ ー ビ ン グ お よ び 浮 き 上 が り 対 策 ・ 貯 水 槽 基 礎 地 盤 の

改 良 設 計 を 実 施 し た 。  

(3)業務の内容 

 私 は 、 担 当 技 術 者 と し て 主 要 な 打 合 せ に 全 て 参 加 し 、

業 務 の 技 術 的 課 題 や 業 務 実 施 上 の 問 題 点 の 早 期 発 見 ・ 解

決 を 行 う こ と で 円 滑 な 業 務 遂 行 に 寄 与 し た 。  

(4)あなたの果たした役割 

問題Ⅰ 解答用紙 

氏  名  2 0 2 1 年 合 格 論 文  

部 門  

受験番号 

土質基礎  



 響屋 http://ryohibikiya.web.fc2.com/ 
 

 響屋 http://ryohibikiya.web.fc2.com/ 
 

 

 

 

【 経 験 業 務 そ の ２ 】 (業務実績証明書記載欄の番号を記入) 2  

● ● 川  河 川 改 修 橋 梁 詳 細 設 計 委 託 業 務  

     

(1-1)業務の名称 

● ● 県  ● ● 西 土 木 事 務 所  

(1-2)発注者名 

平 成 ２ ９ 年 ５ 月 ～ 平 成 ２ ９ 年 １ ０ 月  

(1-3)履行期間 

 本 業 務 は 、 ● ● 川 の 河 川 改 修 に 伴 う 市 道 橋 改 築 に あ た

り 、 箱 型 函 渠 の 詳 細 設 計 を 行 う こ と を 目 的 と す る 。  

(2)業務の目的 

 担 当 者 と し て 、 地 下 水 位 Ｇ Ｌ － ０ ． ５ ｍ の 軟 弱 地 盤 上

の 河 川 改 修 に 伴 う 箱 型 函 渠 設 計 に お け る 軟 弱 地 盤 解 析

や 、 仮 設 鋼 矢 板 お よ び ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト 基 礎 ・ 重 力 式

擁 壁 に 関 す る 軟 弱 地 盤 対 策 設 計 を 実 施 し た 。  

 

(3)業務の内容 

私 は 、 担 当 技 術 者 と し て 主 要 な 打 合 せ に 全 て 参 加 し 、

業 務 の 技 術 的 課 題 や 業 務 実 施 上 の 問 題 点 の 早 期 発 見 ・ 解

決 を 行 う こ と で 管 理 技 術 者 を 補 佐 し た 。  

(4)あなたの果たした役割 

2． 

【 経 験 業 務 そ の ３ 】 (業務実績証明書記載欄の番号を記入) 3   

県 道 ● ● 線  道 路 改 良 測 量 設 計 委 託 業 務  

(1-1)業務の名称 

● ● 県  ● 土 木 事 務 所  

(1-2)発注者名 

平 成 ２ ９ 年 ６ 月 ～ ２ ９ 年 １ ２ 月  

(1-3)履行期間 

（第２面） 
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問題Ⅰ 解答用紙（その２） 

 本 業 務 は 、 県 道 改 良 に 伴 う 道 路 地 盤 改 良 設 計 ・ の り 面

設 計 の た め 、 ボ ー リ ン グ 調 査 を 行 い 最 適 な 工 法 の 選 定 及

び 設 計 を 行 う こ と を 目 的 と す る 。  

 

(2)業務の目的 

私 は 、 担 当 技 術 者 と し て 主 要 な 打 合 せ に 全 て 参 加 し 、

業 務 の 技 術 的 課 題 や 業 務 実 施 上 の 問 題 点 の 早 期 発 見 ・ 解

決 を 行 う こ と で 円 滑 な 業 務 遂 行 に 寄 与 し た 。  

(4)あなたの果たした役割 

 担 当 者 と し て 、 地 下 水 位 Ｇ Ｌ － ０ ． ６ ｍ の 軟 弱 地 盤 上

の 道 路 改 良 設 計 に お け る ボ ー リ ン グ 調 査 位 置 決 定 ・ 軟 弱

地 盤 解 析 や 、 盛 土 ・ コ ン ク リ ー ト 擁 壁 ・ ボ ッ ク ス カ ル バ

ー ト 設 置 に 関 す る 軟 弱 地 盤 対 策 設 計 を 実 施 し た 。  

 

(3)業務の内容 

(5)技術上の問題点とその対応 

１ ．  標 準 貫 入 試 験 位 置 決 定  

 業 務 場 所 は 沖 積 平 野 で あ り 、 大 河 川 跡 地 と そ う で な い

と こ ろ が 混 在 し て い た た め 、 数 が 限 ら れ る 標 準 貫 入 試 験

の 位 置 を ど こ に 決 定 す る の か が 問 題 と な っ た 。 そ こ で 私

は 、 現 地 の 聞 き 取 り や 古 い 空 中 写 真 を 基 に 大 河 川 跡 地 と

そ う で な い 場 所 を 分 け 、 標 準 貫 入 試 験 位 置 を 決 定 し た 。  

２ ．  軟 弱 地 盤 対 策 工 の 選 定  

 道 路 構 造 物 と し て は 、 箱 型 函 渠 ・ 重 力 式 擁 壁 ・ 盛 土 が

混 在 し て い た た め 、 す べ て 同 一 の 対 策 工 と す る と 費 用 が

多 大 に 必 要 で あ る こ と が 予 見 さ れ た 。 そ こ で 私 は そ れ ぞ

れ の 構 造 物 に 対 し て 地 盤 反 力 や 、 長 期 短 期 沈 下 量 を 計 算

し た 。そ の 結 果 か ら 、後 か ら 補 修 が 困 難 で あ る 箱 型 函 渠 ・

重 力 式 擁 壁 に つ い て は 沈 下 を 抑 制 し 、 盛 土 部 分 に お い て

は 沈 下 量 を １ ０ ｃ ｍ 許 容 す る こ と と し 、 後 か ら オ ー バ ー

レ イ を 行 う こ と を 前 提 と し た 設 計 を 行 い 、 工 事 費 の 削 減

に 寄 与 し た 。  

氏  名   

部 門  

受験番号 

 

― 裏 面 に 続 く ― （第３面） 
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( 6 )業 務 の 実 施 上 の 問 題 点 と そ の 対 応 

 用 排 水 路 の 構 造 ・ 進 入 路 ・ 馬 越 等 構 造 物 の 位 置 ・ 構 造

形 式 等 は 地 権 者 と の 相 談 が 必 要 で あ り 、 そ れ ら は 発 注 者

で あ る 県 が ま と め 、 市 役 所 を 通 じ て 地 権 者 と 交 渉 し て も

ら う こ と に な っ て い た 。  

し か し 、 災 害 復 旧 時 期 と 重 な っ た た め 、 市 役 所 担 当 者

が 忙 し く 、 地 権 者 と の 交 渉 が 中 々 進 ま な か っ た 。 結 果 と

し て 、 工 期 に 間 に 合 わ な く な る こ と が 予 見 さ れ た 。  

 そ こ で 私 は 、 発 注 者 ・ 市 役 所 担 当 者 に 了 解 を 得 て 、 地

権 者 の 連 絡 先 を 教 え て も ら い 、 同 時 進 行 し て い た 用 地 業

務 に お け る 立 会 の 際 に 地 権 者 と 交 渉 を 行 い 、 構 造 物 等 の

相 談 ・ 了 解 を 得 た 。  

上 記 に よ り 、 用 排 水 路 の 構 造 形 式 や 分 離 等 に お い て

様 々 な 要 望 に 対 し て 細 か な 対 応 が 出 来 、 設 計 業 務 が ス ム

ー ズ に 進 行 で き た 。 結 果 と し て 業 務 の 中 断 も 無 く 工 期 内

に 業 務 を 終 了 で き た 。  

  

( 7 )上 記 ( 5 ) ( 6 )の 対 応 に つ い て 、 現 時 点 で の 評 価 

（ ５ ） へ の 対 応 に つ い て は 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 と 土

工 構 造 物 で あ る 盛 土 を 分 け る こ と で 、 費 用 対 効 果 向 上 や

工 期 短 縮 に 寄 与 で き た と 考 え る 。  

今 後 は 軟 弱 地 盤 対 策 工 の 構 造 ・ N 値 の 違 い に よ る 最 適

工 法 を 一 覧 表 に し 、 概 略 検 討 時 の 設 計 時 間 短 縮 ・ 発 注 者

へ の 説 明 能 力 向 上 の た め に 活 用 し て い き た い 。  

 （ ６ ） の 対 応 に つ い て は 、 待 ち の 姿 勢 で な く 地 権 者 へ

こ ち ら 側 か ら 交 渉 に 向 か っ た こ と 、 予 め 発 注 者 サ イ ド に

受 注 者 が 交 渉 に 向 か う こ と を 地 権 者 へ 連 絡 し て も ら っ

た こ と で 、 ト ラ ブ ル 回 避 ・ 工 期 厳 守 が 実 現 し た の で 、 そ

の こ と に つ い て は 評 価 で き る と 考 え る 。  

改 善 点 と し て は 、 発 注 者 サ イ ド の ス ケ ジ ュ ー ル を 把 握

し て お き 、 予 め 工 期 に 影 響 し そ う な 事 象 の 把 握 に 更 に 努

め て い く こ と が 考 え ら れ る 。          以 上 。         

（第４面） 


